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胃・胃食道接合部がん患者における治療歴と分子マーカー発現・ 

臨床的特徴の関連性に関するコホート研究 

 

研究の概要  

【背景】胃がんや胃食道接合部（G/GEJ）がんは、進行すると治療が難しくなり、患者さんの

生命予後に大きく影響します。これまでに、HER2 や Claudin18.2 といった分子を標的とする

治療薬が一部の患者さんで効果を示していますが、これらの治療標的の発現頻度や、それに関連

する病気の進行の仕方については、まだ十分にわかっていません。 

この研究では、実際に診療を受けた患者さんの診療情報をもとに、胃がん・G/GEJ がんの特徴

や治療経過、治療の効果などを明らかにすることで、今後の治療法の選択や開発に役立てること

を目指しています。 

【目的・意義】長崎大学病院および共同研究機関における G/GEJがんの患者さんの診療情報を

集めて、年齢、性別、腫瘍の種類、バイオマーカーの有無、どのような治療を受けたか、治療後

の経過（生存期間など）といった情報を整理・分析することで、G/GEJがんがどのように進行

し、どのような特徴があるのかを明らかにします。これにより、より効果的な治療法の検討や、

今後の診療に役立つ知見を得ることが期待されます。 

【方法】長崎大学病院および共同研究機関のカルテシステムに記録された診療履歴情報を使用し

て、必要な情報を収集します。 

対象となる患者さん  

2019 年 4月 1 日から 2028 年 3月 31 日までに長崎大学病院消化器内科および共同研究機関

で進行・再発胃/胃食道接合部がんに対して化学療法を受けた患者さん。 

研究に用いる情報  

●研究に用いる情報 

下記の情報を診療録より収集します。 

・背景：性別、年齢、全身状態の評価、病理組織型、病期、転移の場所など 

・血液検査・画像検査（胸部 CT、内視鏡) ・治療内容/経過 

・治療効果評価：画像検査所見に基づく・有害事象 

 

本研究で利用する情報等について詳しい内容をお知りになりたい方は下記の「お問い合わせ先」

までご連絡ください。 
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情報の利用開始予定日  

本研究は 2025年 8月 14 日より「研究に用いる情報」を利用する予定です。 

あなたの情報をこの研究に使われたくない方は下記の「問い合わせ先」までご連絡頂ければ対

象者から外します。その場合もあなたの治療等に不利益になることはありません。 

ご連絡のタイミングによっては対象者から外せない場合もあります。 

あらかじめご了承ください。 

外部への情報の提供について   

この研究は、下記の研究機関で実施します。上記のカルテ情報は研究用 IDを用い個人の特定に

つなげることが不可能な状態で、症例報告書（Excel）に記録し、代表機関へデータ解析のため

集められます。  

提供先：長崎大学病院  

提供方法：メール 

研究実施体制  

研究代表者 

所属：長崎大学病院 消化器内科   

氏名：林 康平 

住所：長崎県 長崎市 坂本 1－7－1 

電話：095（819）7481 

共同研究機関／研究責任者 

この研究は長崎大学病院を中心に県内の 3 機関で実施しま

す。 

長崎原爆病院病院 消化器内科／竹下 茂之 

諌早総合病院   消化器内科／森崎 智仁 

長崎大学病院における 

情報の管理責任者 
長崎大学病院 病院長 

問い合わせ先   

【研究の内容、情報等の利用停止の申し出について】 

長崎大学病院 消化器内科 林 康平 

〒852－8501 長崎市坂本 1丁目 7 番 1号 

電話：095（819）7481  FAX 095（819）7482 

【ご意見、苦情に関する相談窓口】（臨床研究・診療内容に関するものは除く） 

苦情相談窓口：医療相談室 095（819）7200 

受付時間  ：月～金 8：30～17：00（祝・祭日を除く） 

 


